
今
日
で
は
、
頭
部
、
背
部
、
腹
部
を
走
る
四
行
線
は
四
肢
の
先
端

よ
り
起
こ
っ
た
十
二
経
脈
の
内
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
実
際
の
治
療
に
は
、
背
嚴
穴
や
募
穴
等
は
、
四
肢
に
連
な
る
経
脈

と
は
関
係
な
く
、
体
幹
内
部
の
臓
脈
の
治
療
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
四
肢
を
中
心
と
し
た
経
脈
論
の
み
で
は
全
て
を
包
括

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め

に
は
今
回
取
り
上
げ
た
督
脈
と
任
脈
を
中
心
と
す
る
体
幹
に
お
け
る

五
行
の
経
脈
論
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
生
薬
学
教
室
）

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
○

わ
が
国
最
古
の
現
存
す
る
医
書
『
医
心
方
』
は
、
主
と
し
て
唐
以

前
の
中
国
医
書
の
引
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
か
け
が
え
の

な
い
資
料
的
価
値
に
比
し
て
、
独
創
性
に
関
し
て
は
高
い
評
価
を
得

て
い
な
い
。
が
、
全
三
○
巻
の
構
成
は
特
徴
的
な
配
列
を
取
っ
て
お

り
、
中
国
医
書
の
引
用
に
際
し
て
も
撰
者
独
自
の
見
識
に
基
づ
い
て

取
捨
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
編
纂
方
針
に
多
角
的
に

検
討
を
加
え
そ
の
内
容
自
体
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
資
料
性
と
は
別

の
観
点
か
ら
そ
の
価
値
を
探
る
意
義
を
持
つ
。

『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
る
医
書
中
、
最
多
の
引
用
回
数
を
占
め

る
の
が
「
病
源
論
」
と
し
て
引
か
れ
る
『
諸
病
源
候
論
』
（
以
下
『
病

源
』
）
で
あ
る
。
『
病
源
』
は
唐
以
後
の
医
書
の
疾
病
分
類
法
、
病
態

概
念
に
強
い
影
響
を
与
え
た
病
因
・
病
理
・
病
態
学
全
書
で
あ
る
。

『
医
心
方
』
に
は
そ
の
総
項
目
数
の
約
三
分
の
一
が
、
五
五
六
回
に

『
医
心
方
』
に
引
く
『
諸
病
源
候
論
』
の

条
文
検
討
ｌ
そ
の
取
捨
選
択
方
針
初
探

○
平
馬
直
樹
・
小
曽
戸
洋
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わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
る
。
し
か
も
『
医
心
方
』
巻
一
・
二
・
二
六
～

二
八
・
三
○
の
総
論
、
針
灸
、
養
生
、
本
草
等
を
専
門
に
述
べ
た
巻

を
除
く
病
候
各
論
の
各
巻
に
は
満
遍
な
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
巻
一

九
～
二
五
の
服
石
、
婦
人
小
児
の
巻
は
や
や
引
用
頻
度
が
低
い
が
、

巻
三
～
一
八
に
お
い
て
は
そ
の
項
目
中
四
分
の
三
以
上
に
引
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
上
殆
ど
の
場
合
各
項
の
首
に
引
か
れ
て
お
り
、
一
般

的
病
候
各
論
は
各
項
の
首
に
『
病
源
』
を
引
い
て
病
態
を
説
明
し
、

次
い
で
他
の
医
書
か
ら
引
く
方
論
を
附
す
の
が
普
遍
的
ス
タ
イ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
『
医
心
方
』
榊
成
要
素
と
し
て
極
め
て
重
要

な
地
位
を
占
め
る
。

今
回
、
『
医
心
方
』
の
医
書
引
用
方
針
を
探
る
一
端
と
し
て
、
現

伝
『
病
源
』
と
そ
の
『
医
心
方
』
引
用
部
分
と
の
校
勘
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
と
印
象
を
述
奈
へ
る
。
な
お
二
書
と
も
現
伝
本
が
ど
の

程
度
旧
態
を
維
持
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
細
か
い
字
句
の

穿
鑿
は
避
け
、
『
医
心
方
』
が
削
除
し
た
条
文
に
焦
点
を
紋
っ
て
調

査
し
た
。

｜
、
脈
論
の
排
除
。
｜
部
例
外
が
見
え
る
が
、
ほ
ぼ
悉
く
脈
論
を

捨
て
て
お
り
明
ら
か
に
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
は
巻

二
の
鍼
灸
部
分
に
も
脈
の
記
載
が
な
く
、
全
書
を
通
じ
て
脈
論
を
排

し
て
い
る
。

｜
｜
、
『
病
源
』
各
項
目
末
尾
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
養
生
方
導

引
法
云
」
以
下
の
記
述
は
す
べ
て
削
除
。
導
引
す
な
わ
ち
体
操
療
法

の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
「
養
生
方
云
」
で
始
ま
る
衛
生
知
識
等
の
記

載
は
、
『
医
心
方
」
中
二
○
余
項
目
に
採
録
さ
れ
る
が
例
外
的
で
あ

り
、
大
部
分
は
削
除
さ
れ
て
い
る
・
巻
二
七
・
二
八
に
養
生
に
関
し

て
集
中
的
に
述
。
へ
て
い
る
の
で
、
病
候
各
論
で
は
最
少
限
の
記
述
に

留
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

三
、
病
因
病
態
の
解
説
に
対
す
る
取
捨
に
は
い
く
つ
か
の
傾
向
が

あ
る
。
巻
三
第
二
○
編
「
治
中
風
癩
病
方
」
に
諸
癩
の
種
類
を
列
挙

し
そ
の
病
候
の
説
明
を
削
除
し
た
上
で
、
康
頼
自
身
の
言
葉
で
「
論

諸
癩
形
状
、
在
本
書
依
繁
不
載
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

基
本
的
に
は
繁
細
さ
を
避
け
る
た
め
に
条
文
取
捨
を
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
で
は
何
を
以
て
「
繁
」
と
判
断
し
た
の
か
。
以
下
に
い
く

つ
か
の
傾
向
を
列
挙
す
る
。

⑩
経
脈
の
走
行
を
用
い
た
解
剖
学
的
説
明
を
削
除
。
巻
五
第
一
篇

「
治
耳
聾
方
」
で
十
二
経
脈
が
耳
に
絡
す
こ
と
を
述
今
へ
た
後
、
腎
の

病
が
耳
聾
を
引
起
こ
す
機
序
を
述
べ
た
部
分
を
削
除
す
る
な
ど
で
あ

る
。
巻
二
の
鍼
灸
の
部
分
に
も
経
脈
の
走
行
の
説
明
は
な
く
、
わ
ず
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か
に
巻
一
三
の
妊
婦
脈
図
に
経
脈
の
走
行
が
図
示
さ
れ
て
い
る
・
経

脈
の
走
行
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
と
の
印
象
を
受
け
る
。

②
臓
脈
の
生
理
的
な
解
説
を
削
除
。
殊
に
五
行
説
に
基
づ
く
原
則

的
臓
脈
理
論
を
省
い
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
巻
六
の
五
臓
六
脈
病
の

引
用
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
肝
病
の
説
明
中
「
肝
象

木
。
旺
於
春
。
其
脈
弦
。
其
神
魂
。
基
候
目
。
其
華
在
瓜
云
々
」
の

記
載
を
削
除
し
て
い
る
。
ま
た
各
臓
の
季
節
毎
の
病
症
、
い
わ
ゆ
る

四
時
の
病
の
説
明
も
省
い
て
い
る
。

⑧
「
諸
癩
」
「
虚
労
」
「
骨
蒸
」
「
傷
寒
」
「
瘡
」
「
積
聚
」
な
ど
『
病

源
』
が
そ
の
病
態
を
詳
述
し
て
い
る
論
か
ら
は
、
基
本
的
な
症
候
の

解
説
と
論
後
に
引
用
す
る
方
の
条
文
の
理
解
に
必
要
な
用
語
を
挙
列

す
る
に
留
め
、
複
雑
な
病
因
病
態
の
説
明
は
省
い
て
い
る
・

側
一
方
、
『
病
源
』
の
痔
病
に
関
す
る
六
論
を
「
治
諸
痔
方
」
一

篇
に
ま
と
め
る
な
ど
項
目
数
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
意
向
も
伺
え

る
。
た
だ
し
以
上
の
⑪
～
例
は
全
項
目
を
通
じ
て
の
普
遍
的
傾
向
と

〈
ま
と
め
〉
『
医
心
方
』
は
『
病
源
』
の
脈
論
及
び
導
引
法
の
記

述
を
排
除
し
て
い
る
。
ま
た
経
脈
の
走
行
を
用
い
た
病
態
解
説
、
五

行
説
に
基
づ
い
た
臓
脈
理
論
に
よ
る
病
態
解
説
、
病
候
を
直
接
説
明

る
ｃ
た
だ
し
州

は
言
え
な
い
。

す
る
も
の
で
は
な
い
臓
脈
の
生
理
学
的
説
明
、
四
時
の
病
に
言
及
す

る
部
分
な
ど
を
削
除
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
し
臓
肪
経
絡
理
論
や

五
行
説
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
病
態
を
複
雑
な

中
国
医
学
理
論
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
記
述
に
関
し
て
は
、
繁
細
さ

を
避
け
症
候
と
直
接
関
連
す
る
部
分
の
引
用
に
留
め
よ
う
と
い
う
意

向
が
汲
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
『
病
源
』
が
病
因
・
病
理
・
病
態
学
全

書
の
性
格
を
持
つ
書
で
、
重
複
文
も
多
く
重
要
項
目
に
対
す
る
解
説

が
詳
細
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
医
心
方
』
は
方
論
を
中
心
と
す
る
臨

床
医
学
全
書
で
あ
る
と
い
う
両
書
の
性
格
の
違
い
に
負
う
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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